
建設⽣産現場における施⼯管理技術者教育に関する研究

想定される適⽤分野・⽤途・業界 産業界へのアピールポイント

(社会背景・⽬的）
建設業界では、初級・中級・上級それぞれの優秀な
施⼯管理技術者が不⾜しており、早急に建設現場に
多数配置することが望まれています。

(概 要）
各段階別の施⼯管理技術者を育成するために、わか
りやすい教材を開発し、興味を持って建設技術を修
得するための教育研究を⾏っています。
図１、２は、ものつくり⼤学三原研究室と（⼀社）
⽇本建設業連合会の施⼯部会教材WGが共同開発し
たテキストの内容で、建築現場における⽣産技術を
イラストと⽂章で⽰しています。

(期待される効果）
わかりづらい⼯事現場での各職種の仕事の内容がイ
ラストと⽂章で理解しやすく、初〜上級の施⼯管理
技術の修得および応⽤・発展が可能です。

このテーマのキーワード ゼネコン、サブコン、⼯務店、施⼯管理技術者教育、
1・2級建築／⼟⽊築施⼯管理技⼠、1・2級建築⼠

関連するＳＤＧｓ開発⽬標

研究内容(社会背景・⽬的、概要、期待される効果）

●ゼネコンや⼯務店およびサブコンの新⼊
社員教育/中堅社員教育/上級管理者教育
が可能。

●技術系/事務系/営業系それぞれのタイプ
の教育が可能。

●中堅/地⽅ゼネコン/⼯務店等における新
⼊社員教育を短期間で実施できる。

●中堅/地⽅ゼネコン/⼯務店等に対応した
中堅/上級管理者教育をアレンジできる。
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